
 

 

１．学校図書館のきまりとマナー 

◎本の貸し出し期間・・・・・           

 

◎本のあつかい方でよいほうに ○、してはいけないことに ×、をつけましょう。 

(本を取り出すとき)      (本の持ち方)         (本のもどし方)            

 

 

 

 

 

 

 

 

(  ) 借りた本がやぶれていたら、セロテープでなおす。 

 (  ) 自分が読みたい本があったら、かくしておく。  

(  ) おもしろい本があったので、大きな声で友だちをよぶ。 

(  ) とちゅうまで読んだら、ページを折ってしるしをつける。 

(  )  自分の本を返すついでに、友だちの本も返してあげる。 

 

2．図書館のしくみ・・・これを知っていると、自分のさがしているテーマが 

図書館のどこにあるのか知りたいときに役立ちます。 

【その１】図書館のすべての本にはラベルがついている。 

 

【その２】本の種類によって本についている数字(分類記号)がかわる。 

４８８       鳥の本 読み方は「よん・はち・はち」 

     イ        書いた人の名前「いのうえあきら」 

       ２               この本が何巻目
なんかんめ

なのか。「２巻
かん

」 



年    組  名前(              ) 

【その３】本の種類によってラベルの色がちがう。 

 

◎本だなの案内やラベルを見ながら、0～9までの空いているところの分類を書き、 

その本の仲間を線で結びましょう。 

     ●        ●       ●        ●        ●       ●        ●       ●        ●       ●         

 

  

  

           ●        ●        ●       ●        ●       ●        ●       ●       ●       ●    
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３．著作権って何？ 

・人が考えて書いたり、作ったりした文章、音楽、絵などを 著作物
ちょさくぶつ

 という。 

(例)○レポート、小説、台本、詩、俳句 ○音楽の曲や歌詞 ○地図、グラフ 

  ○絵画、版画、まんが、写真     ○映画、ゲームソフト   などがある。               

・この著作物に対して作者の持つ権利
け ん り

のことを  著作権
ち ょ さ く け ん

 という。 

  著作物は、作者の許可なしに手を加えたり、利用してはいけない！ 

 

 

そのため   調べ学習では ①引用した部分をわかりやすくしめす。 

              ②参考にした資料を明らかにする。    ことが大切！   

 

調べ学習のまとめ 

◎下の     の中から( )に入る言葉を選んで書きましょう。 

(1)本の前にどこに何が書いてあるのか、まとめて書いてあるページを 

 という。 

(2)本の後ろにその本に出てくる言葉を“あいうえお”じゅんにならべて 

書いてあるページを          という。 

(3)本の最後に本を作った人や作った会社など、その本についてくわしく 

書いてあるページを         という。 

(4)人の文章をそのまま使うことを        という。 

(5)自分の考えをまとめる手がかりにした本や書き物のことを      という。 

(6)人が考えて書いたり、作ったりした文章、音楽、絵などを 

         という。作者の持つ権利
け ん り

のことを       という。 

 

 

・引用
いんよう

 ・著作物
ちょさくぶつ

 ・奥付
おくづけ

 ・目次
も く じ

 ・参考
さんこう

資料
しりょう

 ・著作権
ちょさくけん

 ・索引
さくいん

 

 



 

 

①次の事がらを調べるとき、それぞれどんな図書資料がふさわしいか右と左を線で 

結びましょう。   

1,昆虫
こんちゅう

の名前を知りたいとき                 ・      ・(a)漢字辞典 

2,読めない漢字があったとき                ・      ・(b)昆虫
こんちゅう

図鑑
ずかん

 

3,特許という言葉の意味を知りたいとき           ・        ・(c)年鑑
ねんかん

 

4,宮沢
みやざわ

賢治
けんじ

についてくわしく知りたいとき          ・      ・(d)人名事典 

5,１年間の出来事や統計などを知りたいとき        ・        ・(e)白書 

6,すもうについて、くわしく知りたいとき        ・      ・(f)百科事典 

7,ある事がらについての課題やこれからの見通しを知りたいとき・       ・(g)国語辞典 

 

 

②すきな本をえらび、奥付を見ながら本の題名と出版社(発行所)を書きましょう。 

 

 

めあてをもって本を読もう！ 

 

 

  目標                           

                                                 さつ 読むぞ！ 

 

ラベル記号 書名 出版社
しゅっぱんしゃ

(発行所) 出版
しゅっぱん

年
ねん

 

 

 

 

          


